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文椰省高エネルギー物理学●:究所の数

地内に「粒子線医本1学センターJ靱訪贅

樹センター長 物理学系教授)が56年 10
月 8日 完成した。剋Z規模は地上2階
地下2階で総而稜 1198ノ 総工贅 4は
5160万円。

ロセンターでは 高エネルギー物理学
研究所の′―スターシンクロト0ンより

得られる 500MeV麟子線を利
'|す

るもの

で 島子緞診断
= 
“

子緻治燎室 中性
子お贅営の 3'(,12などからなり 従来
のよ射線に

`ヽ

る

“

子 1'性子を用いた癌

の治凛 診晰の臨床研究や生物学的基礎
,I究が行なわれる.

延この完成に伴い センターでは今後
各mOI究機材の壺備を図り 昭和58`腋
から勁物実験などのこ礎賊 に入る予定

である。
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一 学群だよリー

囀i学
'1長
に ,」 南功一枚 ,■

ll■ 10月 ,5日 橋本遷Ⅲ
`前

学■長tF期湾

了に伴う学群長選挙がllなわれ lf向功―教

授 C腱医学系)0' 11月 16日付で再び学エ
長に就任されることとなった。なお I峰エ
長は厚生価尊lB当 に4鴻喘教授G礎医学系)
が留任 教育ll当 には "学以来E峙群長を
務めて来られた堀原一教授 (臨床医学系)に

代わって沖口重徳教授 (中 系)が新た

に就任された。

新学群長換炒

学 群 長 に 就 任 して

医学専門学絆長
書礎医学系教授 阿南功一

この凛 橋本学群長のあとを率けて ― 私
本人にとっては全く予想外に 一 学群長に選

出され やれやれこれは大変なことになった
との思い力坊 ず起りました。こ,この場しい

教官と相談も表しましたが輌 され 逃げる
ことも出来なくなった次第です。お

=1受
けす

るからには,いと頭をフレッシ_に して ― 肉

体の方は場 とを免れないが 一 廷べ第 5 rt

(学群長の任期は2年なの0の 学轟長の時
期には何に重点を置いて行くべきかを熟考し

ているところです。当llの31設期とは違いま

すので 今日までの経験を賄まえ将来を展望
して植策する任務を痛感しております.医学
生の特に卒前教育に関しては ほ,入学してく
る学生 曖 蜘 集団)のパック・ グラウン

ド (山生以後の家庭 学校 社会政宵 情報
媒体の影
=世
和の反映,知情意のバランス

価値観eto)2E来のわが国の医師 医学者
に対する社会的要晴 o)医傑の高度化 珍面
(治家)"術の器域化のメリットとデメリッ
ト 4)教育に関与する教官 (技官 ,務官)
の質と壺と

`円
分野間のバランス などの■

つに分類さttるそうで (a)′えてからせる

lb〕考えながらたる に,走ってから考える 以
上の中で日本はc)タ イプに近く ともかくも
政

"は

ヽ政大学に医療機関をれることに決定

した。さあたり山せという具合でスタート.

綺口信長の出陣よろしく 4年のt,に漸次秋
官 
“

務管 建物などが馳せ力,っ てどぅやら
戦える陣aul来 たという,い力ζしてならな
い。関係者が "にな学生だった諮むが敵陣
に和けながら武器の使い方感どを醤得して行

ったようなもので者労も人一倍だったと察し

てt,ます。伴し これは人生において得がた
い経験でして,今後たとえ量が来てもそれに

耐え突破する工夫を見山せるでしょう。

江戸時

`や "1柳
に 崎 象と唐様で書く三ヘ

曰Jと いうのがあります。本学群でもM`―

M,これから入学してくる学生は一応lHっ たと

ころへ入って来るので二代日のポンインにな

る惧れがある。教富にしても元禄時代化しな

いとも限らない。私は先週末 両坂を「文明
がヽ 亡する』すJを続んで大層参考になってい

ます。ローマ ヴェネチア アメリカ 西欽
そして日本にもその,`しが? II罐公の諸君

どうか

"に
は眼をグ●―バルに また過去よ

り現在へ そして未来べと曜史的展望を考え
てllt・・わ 広い医師 医学者となるように .|し
てほしいと望んでいます。

なファタターを組合

わせて限られた01:

間により良い医師の

卵をお、イヒさせること

を考えねばなりまt■

ん。

世界 |,のヽ旗ない

し望々の事をおすに

当ってのタイプは 3
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第 3回 彗臨社祭よ り

今年で第 3回を迎えると臨社第は 策 ?し
双II簗の中 医学ljl畔群及び医療技術短期
大学部の主‖のもとに 11月 l o 3日 の
3日間 医学V円学躍棟にて胸/1さ れた。人
場者は 全期山を通して約3ooo人とやや少な
めであったが 地理lrjな問

“

 アカデミック
な企画が大多数で娯楽ll・が少ないという性格

それに特に 2日 日の悪天候も■なってのこと

で ある程度生方がなか ,たでぁろうか.
双椰祭としてはⅢl:中止になった0学 1/1に

見ると 一ll年以来 大学を去らわ IIな らな
くなった学生の問題力

`必

すしも解決されてお

らず また それについてかの大F.司郎発生
も 力
"ヽ

わる讚務が恐らくはLlを去られる日

を,めてしまったであろうという 今や
^して戌くはない■を負ってしまった学国祭であ

るが その人場者数ゃ過去最高の 000余りの
企画数からみても IⅢ lJの人を理める以 Lに

より上がった。

EttlJ:祭 としては 準術如
"が
,|■に短か

かった中で 毎年地遭な活動を柾けている各
0}究会が そして今年新たに発足した会が
例lFの如くその成果をまとめ発表し また
幾つかの織 店が店を開いた。

テムを紹介し きた開設
"!も

ない急4,|“セ

ンターに関するビデオも見られた。核兵II.研

究会では 核兵器の人体への影響を調査する
とともに 広島を扱ったア‐メーション映画
を上映し 核兵器の恐ろしさ悲惨さをつき離
す感じで考えさせていた。また ともすれば
我々にとって空気の如く当り前になりがちな

腋 査」というものをとめて考えさせる企画

や また中には 電子計算機と統11解析′。
グラムによつ 医学教官に対して学生の他い
ているイメージを分析 しようとしたュ‐―ク

な企画もみられた。その他 =推彎山や自閻
ttを扱った新しい企画も日についた。

ところで最近の医学部閲係の学関祭では

よく障害者問題や末期医療の問題がとりあげ

られているが 今回のこ臨社祭では 最上級
生が中央地区の障害者l・3題に関する企画に参

加していたこともあって 学群内ではMlの
医学セミナー発表を始めとしたごく一部にそ

れにかかわるものが見られただけであった。

いたずらなh‐l行には流されなt方力嗅 いが

'波

に於て 今や最も身近なl.0理の 1つ とも
なった造伝子操在に関することも含めて そ
れらについてここの医学生がどのように考え

ているがこういった41で知りたかったという

入場者もいたようである。学生の間で菫繊が

ない訳ではないので 来年度へ向けて離か―
嵌場げてみるのも良いかもしれない.

一方 1日午後 1時から開ltされ 医技短
の女子学生ら8人が山場した :ス Jttl■祭コ

ンテストは 多少の注乱を,き起こしてしま
った.

この企画には 前もって婦人|.l題研究会か
ら「女112別につながるJと Ft譲があった力1

基臨It祭実行委員会は「シャレとして受け取

って欲しい。Jと コメントし 「全企画実ヨJ
のスローガンのもと当日を迎えた。婦人間』

Ol■.会は 当日ビラを871して抗議したが
これとは,1に コンテストヵ,始まると今度は欧

たちの品評会を許さない会Jと称する学外者

環崚医判 〔究会の饉ケ刊,の

“

染をとりあげ

た企画や熱帯医学研究/‐の IVe■ 店に関する

企画等は 脳卒中tll究会,と ともに 穴波人
にたては l嗽

",近
な川迪をとりあげたも

のと言えようか.救急処はの構:り も行 ,てい
る救急医療0}究会では 眸県の救急ム織シス
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の団体が会場に出現してピラを配布し 拡戸
苺でコンテストの口,し ゅう抗議の呼びかけを

行った。このお 泣き出す山場者がいたり
最簾 七の間には f"さ ない全」とコンテ

ス国 会者がlt綸するというlI態に陥る等

会場はHけかなつ混乱した。
一連の出来■について 実行委員会にとっ
ては予想外の導態という感じであったが,す
でに

"人
間題研究会から嘔前抗議があったこ

とに対して,協餞不足だったのではないかと
いう

"も
あがっている。「自ユ管理,自

=澤
省J

を瀾trる学生実行委のもとで学内に混乱が
=

き起こされた事実などとして解択されてしま

うと 今後に尾をひくものが気になるところ
ではあるが 学生実行委にとっても 今回の
経験を今後どう生かすかは 課題として残さ
れよう.

書臨社銀全体を見置してみると.今年は

実行委員会を始め閾係者は,|■に苦労したよ

うであるが どうしても

“

輛初側が短かすぎ

たようで 内容についても 特に,見に来る
人との対話を持った企画が不足 しているとい

う感想も聞かれた。また 言わゆる「電611」

の類いを抱えて榜らを無関心そうに通りすぎ

る―郎 M6の姿も筑波独特の光景であろう力、
学生が お栞りを楽 しむとともに 学問的
興味から社会問題に至る場 その追求のおに
力を合わせ何かを11適 していこうとするには

CtFの場であるはすのこ臨ll祭というものの

意義をもう一度皆で考えなおしてみると良い

かもしれな0ヽ .

第 3ロ エ臨社祭 を終わ って

こ臨社祭実イテ委員長 M` 佐苺 真―
去る1981年 H月 1日～ 3日 第 3回こ臨社
祭が行なわれました。会員の皆様にも多大の

援助をいただき,総入場者 3000人 と盛大な

ものとなりましたことを感

"し

ます.

今回のき臨社祭を振り返ってみますと 全
体としての成功の挫に いくつかの間魃が表
面化して来ました。大きく分けて 1つは内容

の|』麺で もう 1つは形態州 l題です。内容
の問題とは 颯楽的内容の映画の上映がなか
つたこと 薔演会が開けなかったこと ミス
番臨社栞コンテストのI.趣の 3点です.ミ ス

基臨社祭コンテストについては ■
=で
紹介

しました通り11月 1日午後に行な4●れたので

すが その前後にわたって "人 1胸研究会
などから差別0画ではないかと間題にさ4■た

訳です。内容も見ずに一般の楽人コンテスト

としてのみ議論されるのは,こ外ではあります

が 1つの雑型として見られるのは仕方のない

ことでしょう。彼女らは,コ ンテストとぃぅ

のは 女の品評会であり 男の國む女性像と
いうものを作り上げ「かわいい女」として家

ににしばりつけるための手段にしかならない

と言うのです。IAは  お祭りとしての並びの
企画であり 女性をあがあこそすれ 見下す
ようなことにはならない形態だということは

見てもらえば判ると言ったのですが 当日
「女たちの品評会を昨さない会」という団体に

よう妨営があって 関足できる籠しとはなつ
ませんでした。その結果 今年への大きなl.l
題として残っています.

形態の|.l題というのは 全学の中でのこ苺
社祭のあり方 つまり双峰祭との関係と 医
祟粒大との関係● .I迎です・ 双

“

後との関係

は昨年は双峰祭の一企画という形で 同期日
開催でありましたカマ,本年は ,学 BI企 mを
拡充した形の双蜂祭を目指す側

“

上 名体を
持つことが 多少問題となりそうです.医嵌1 ■  |■ ||‐  1 11 1 1
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短大との関係の間勉は ひとつ薔臨社祭のみ
にとどまることではありませんが 基臨社祭
によって表面イとして来たものです。医療短大

も今春 1回生が概 しますし 学生も看議
術生機術とも0学年ともそろって 学生ll餃
として 確固としたものを持ちたい訳です。
学口祭に係わる実行委員会もll白 に設けて

8臨社祭に今年も参加するのか,双 II祭に参

加するのが 独自に開くのか 薇議していこ

― 構医合―

桐医会の経樺 。現状

|・3もなく初年度を終わることになりますが

これを機会に この合の饉緯を 今回特に発
足に至るいきさつまできかのばって,全会長

に説明することと致します。

●Itと いうものに護られることもない4・ り

に瘤られることもない我々にとって 卒業生
はもとより在校生に至るまで この会を通 じ
て そして何ようもこの会に於て.いかに二
体性を発揮することができる0、 また発揮す

ることが必要とされているかを 会の理念及
びいかにできたてであるかというV実をもと

に 御迎解いただきたいと思います。
なお これをもって易時点までの活動報告
に普えさせていただきます.

80年 7月 発案
桐 窓土相互の向上と親睦を図り ならびに
,佼の発展に寄与できるような 独自の同窓
会を作ろうではないかという 第 1コ生lt口
(本学附属病院内科レジデント)ら を中心と

した呼びかけあり.

Ⅲ 同する有志 0時はいわゆる国試対■の
為に集まっていた)力` 下

の学年べも働きか

けて 同窓会案を具体イヒして行くことになっ
た。

8 9月 世所録の作成
・ ます必要と考えられるiL式な名鮮ll成のA

うとしています。これは医療短大の卒業生と

桐医会との関係についても同様であり 医景
短大の同窓会を作るか II継会に参加するか

議玲しているところです。

以上のような諸I.題について 皆様の御意
見を是す|お rlかせ下さい。それを参考にさせ

ていただき 今年の基臨社祭|=―層内容を
拡充 して 皆様にも十分蘭足していただける
祭にするため努力していきます.

そして将来へ向けて

の事術を兼ねた.

10月  呉・1案の検討 (1-3回生有志)
・ この時点で以下の原案″作成された。

本同窓会を「桐医会」と仮称。

会本部は筑波大学医学専「1学群内にはく。

会長の構成

本学卒業上のみではなく 筆官 在校生に
至るまで l・lらかの形で会に参加し その

構成員となれるようにする.

正会員 医学専I惇群を卒業した者
学生会員 医学ユ1,学群にな学 している者
(Mi～ M6)
賛助会員 教官 附属病院レジデント 大
半滉生で入会を希望する者 (■会員を除く)

という現在の会,1に 1月記された案。

会量の徴収

具体的な額について,必要な経費を算定し
なければならない。それに,いて事業上に

の場合は出資者として)の●見に基づさ

その承認を得なければならないことは 他
のりrFtと F・ 柳。

会則を明文化 していく。

桐医会会貝名簿を刊行する。

上記の全耐成員を網難 し 彙]をつけ 会
11を取せたものとする.

来年度第一回 い 会Jを ,llllする.

-5-



11月  を決会と会議
・ 卒業生及び在校生有t 学群長と著機会と
の間で 具体案について合意を達成。そして
考揆会の曖助のもとに桐医会を発趣 せ 今
の時点では その一文都という形をとること
とした。また 者決会の山鰻 助による桐医
会会員名簿の印,1を教育社学術出版に依狐。

31年 1月 活動指針の検討
・
"に
第 3回生を中心として 何か目的を持

った活動をしていくのが良いのではないかと

の発案あり。

蝸 想を組むための活動を行った。

O白 治医大地域医十研究会総会見学

の教官の先生方との意jl.交換

O率業生の意見 要望場収
自治医大地域医学研究0(11月 )
自治医大の伺窓会は 「地域医学研究会Jと
いう学会組織になっており 全国を 3つの
プロックに分割している.

筑波大と共通点 く新骰大学であること 卒
業生が入局する医局を持たないこと等)の 日
立つ大学の同窓会であるため その理合に於
て参考となるもの力

`あ
るのではないかとの考

えに基づき 3 4回 生有志が見学。
総会の他に 6つの分科会があって そこで
はプレゼンテーションや討綸が行なゎれ 皆
で間題点を浮き彫りにし その解決をはかろ
うとしているリカが見受けられた。 ("― f●j

櫛医会総会で 3回生の厚棗君が紹わ
χ見学者の印象としては

自治医大には開学からの目的があリ ロ
窓会には,それを実現するおの手段として
の機佗がうたわれてぃる。それに対し 本
学には 目的が無い訳ではないが それは
かなり仙象的でぁる。同窓会に何か (具体

的な)日

"を
F・fつということは参考になら

ないだろうか.

教官の先上方は…

=現 1人では 
“

後大学

^べ
出てしまうと

=わ
ゆる 腋 無し草Jになってしまぅ。そ

ういつたことに対して人実1な考慮がなされ

ているのだろうか。 (嗚

“

)

=目的を持ってF・應 会をlrる ことに賛成し

ない訳ではないヵ、 先走ってしまうとF■ヵ

団体のようになって賛同4られないのでは
ないか。とにかく F・l恩会の方針は緒君か

ら出るべきものであり 大学からよ出せな
い.(H教 授,

=イ鹸 との関係について。そ漢会も医黎

会のW拓を望んでいょぅし 綺医会につい
ても授■lしてくれよう。●℃ &taに の関
係を考えるのも良いのではないか.

・ 1口生の現滉報告

在枚.Lが地路を考える参考になればという

ことで 1口■の座談会を主鮨. 1回生 6名
が現況を報告した。

X医局請帥 l●主流の現在のf■会に於て

将来への不安強し。卒後の連路について

各自の自身に負うべき責任が大きいrヽわり

にその主体性が生かせれば良いの■

…

…

2,1

・ 1～ 4回生有志約30名及び 橋本 澤口
曖譜先生参加の会合が山かれ そこに於て
欄医会の必要性を認め 新年度の日棟として
6月 16日に第一口総会をOllく こととした。

・ 名簿の印切完了し 総会の予定の迦知と共
に 1回生 政官べlrl布 した.
3り, 卒来生の承認によりiE式に発足
。中 医会Jを正式な同窓会とすることにつ

いて螢否を|・|うちの投票用黎普を卒業生 (1

回生)84名 lて発迷.返込されてきたω業全て

賛成で反対

"は
,(く  現体制について可決さ

れたものとした。
。贅 ll会員の人会勁誘

4月 総合についての具体案検討
・ 土曜日毎に学生役員を中,tと した在掟上有

LIによる会合開く。

総会では

①会の経細についての説明

⑫議決事項の.I決
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0特別企画

学術的な意義を持ち 桐医会全構成員
がFfらかの形で参加できるような 公
約餃|1意議のある企画をめざしたとこ

ろ シンポジウム「筑波の医学教育を
考える」ということで具体化.

0交軟会

以上をlTな うこととした。

曖 助全員より会ll監査を置きたいとの要望

あり.

511 在校生への説明 総合
中 区会々則 篠会プログラム年を剛り込ん
を ンヽフレットを学F内全学年に配布すると

ともに 桐医会についての説明を行なった。
・ 第一回桐医会構会山催きる

山鷹者 !口生●名 2回生61名 学生80名
(M19名.M23名 M3]名 M623名
M604名 )教官 7名 〈群紳はね悧 号)

・ 卒業生古本市開催

6～ 7月

。名簿

“

年度版及び会報01刊号欄奥

8月 会報全1刊号発行
・ 会報を同窓生 贅助会員 各大学同窓会ヘ
配布 発送。 (学生には,l婢布)
・ 大島司郎先生逝去の訃報あり

構医会として香典を供し また ■■育夫基
金上金の発想人となる.

911

・ 毎月第 1金曜日に 1定例役員会Jを開くこ

ととする。会長名で召集され,籠議員 学生
■員は できる崚り出

『

するものとする。主

に学生役員が 活動について報告や計薇を行
なう場となる.

。また これまでの経験におづき 活動を郎
単位で行なうことを発案.事務 企■lのまと
め 渉外 会の記録f4・成を行うおに綸fII部を
会燎等の発行の為に広報部を 会良消息につ
いて調べ名簿等のlT′壽かれに調査H`を 桐医
会の学術的活動を甍勁する窓□として学術部

を 会:|を行なうところとして経Ш
`を

置き

半ば試みとして,66年度の活動はこのような

体制で行うこととする.

その上で以下の活動が行なわれた.

10月

ヽ45回生を'1心とした学生役員有志によ

る自治区大地鍼医学研究会総会見学.(襴
医会としての活動というよつ 有志の自主
||.F動 .後述)
。会報第 2号発行 会員べ発送。
11月

・ 第 3回ど臨l■察に寄付金として ]万口供晟

と臨社禁の場を省りて,春に
'き
続き古本市

l lllL。 (収益については後日報告 )

・

“

年厠販会員名簿発行 二会員 贅■l会員
に配布 発送。
12月

。第 2回社会内容について討譲中である.

・ 54卒業予定の第3回生に名簿をe布し
上会員になるに当っての説力会及び討論会を

開llF.

会 IIの ,状 について

当会の会酢につきましては 5月 10日の第
[日総会および会報の1悧

=で
一郎紹介して

ありますが その後 半年以上経過し 閻疇
となるところも出てきましたので 現状を知
ってnき 今後の対策を検討して頂くため
改めてここでとりあげてみました。

桐医会がスタートした時には 工会員より
の徹収ができず 盤勁会員によって運営され
ることになりました。,tヽにも 100名余まり

の先生方に贅助会員になって頂くことができ

ましたので 当座の理営はできましたが 支

"が
かなつオーバーしておりました。経費師

約のあ 会報を定杉t・l価に入るようfrつて郵
送したり あるいは 会報をみておわかりの
ように,い くつかの会社より広告を戦せるこ

とによりを額を袖っているのが現状です。

これに対し,桐医会の迦営に正全員の負lB
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が全くなくてよいのだろうか また 広告は
あまり多いと見著しいのではないか という
意見も 多々ぁがってき哉した。
来年 さらに 100名の事業生を正全員とし
て受け入れなくてはならないのです。印刷の

質用 郵送贅ともかさむことは蚊 です.先
日 来年量の予算案をたてたところ '0万円
ほどになりました。

桐医会運営費の不足は第 1回総会の時にも

鋭明し お願い数しましたが ゃはり,正会
員より文郎会贅として援助して頂くほかあり

ません。現状を理解して頂き 御賛同を頂け
れば幸いです。

尚 支郎会質の宋としまして 年 3000円
終身会贅 3oooo円 力

'あ
がっております。

許細の決算報告は年度末に

'な
います.

桐 医会総会 を どうす る

M6 暉美直孝
去る12月 4日 , 1回生～ 8口生までの代表

約30名が奥まり・ 第2回総会にむけて'と い

う題で討論を行った。第 1回総会の自ハした

シンポジウムを是ブ隣 屁させるためにはどう

すればよいか。頭をひねったのである力` そ
こでのI.題点は大きく分けて以下の 3つにし

ぼられよう。

第 1は会の基本||な肛営方法 ll織簿がま

だま●・ Dっていないということである。本会
の位置づけは会,12条により

｀
本会は本部を

有漢会本部内におき 支椰を筑故大学医学

“円学書内におく'とある力i 具体的な内容は
定まっていず 今後の課題として解決してぃ
かなければならない。本会の中枢機関として

働くべき役員会も訃議粂員相互の連絡が密で

なく十分な機能をはたしていない。また運営

費にしても 賛助会員のみの賛助にたよって
いるのは本来おかしな T.で ぁり いずれは
支椰会費として徴収しなければならない。こ

れらの諸問題は是非とも総会で議決せねばな

らないが 融次の場での工乱がないよう十分

な準抑をしておかわばならない。

第 2は 今後の本会の活動を支えるための
会員 F・l志のコンセンサスを得たいということ

である。本会は 自lruを もった曰窓会をめさ
して発足したが これから何をやっていくの
か,社会 医療 医学教育等の大きな流れの
4・で本会の活動の基本となるものをしっくり

帳をすえて考えていきたいと思う。

第 3には 本会は発足してまだ日も浅く学
生会員はもちろんJ:会員にも十分知られてい

ない。言うまでもなく F・ 窓会は同S生全jt

のためのものである。いたずらに一部の人口,

が突ぅ走ることなく 全いの調和を考えた発展
を考えていかねばならない。

最後に当日出たttttll all累を表 1に

“

げる

が 具体的な内容はこれから5ケ月の間に大
いなる

'力

のもとに築いてい力,ね

`ぎ

ならない.

査員諸氏の '1嗜的活力・ を建非とも期待

する次第である。(各学年辿絡委員まで御連絡

下さい)

表 1 総会J:画案
昭和57年 5月 15日

第 1部 雄校
・ 2・  議決
″3' 全体会

'4' 分科会

'S″ ′ヽ―ティー

(すべて未定)

表 2 連 絡委 員
会長  山日高志
評議委員 海老原次勁
3回生 厚美直孝
4回生 壇田甕エ
5回生 鈴木敏之
6回生 木山目彦
7呵社 珈 帯文
8回生 来lu煙行

事業生が毎年増えていくに従い 同窓会の
運営も難しくなっていくものと考えられる.

従って会員数のまだ少ない現段階において

同窓会の基盤を確立しておくことが早急に製

まれる。幸いにして

`校
.L請

`の
“

力が4ら

れたことは この上ないよるこびである。
桐医会
'崚
長 "り〕知博

8-



|

シャヴな切れあじ
広い抗菌スペクN7Aをもち、殺菌的に
作用する経口用新合成ベニシリン

・ ベ カ シ ル 錠 ―
―

劃

●塩盾夫バ カンヒシリン 1 111   1il,,,

の

′「ヽ



|   |‐   1 1         ‐

|      1  1   1

1     1

■.|l il JI■

|||||  ||  |.

| || | '|.            ‐

| |  ' II  I   II `|      |

1    1       1  11 1   .         .    ‐         .   ,  |      ‐ |

|     ‐      |          |       :

|   ||  ●1 11     1  1'  .

|    |

|| ||| |||||| ||   |  ||‐     ||‐ |

| 1   1.,| ‐   |   ‐ ||   | ‐

1 11‐  ‐ |     |   ,1 1 ‐
1   1  1 1    1

111 1 'IIII ,    ||

|1   1 1 
‐  ■ 1  ■

‐    ‐|| , |    , |  |‐ || |‐
||    11         1

|

1           1    1

1‐   
‐
     |

|  ■              |

■  |    1 1     1    ‐         |

‐    |    ‐|■   |  |

|             |

|       | ‐    | |

|      ||     ||       |        |  |

|              |

||

I I    .| | |||    |

-0-



長崎大学第 3内科へ入局 して

長崎大学的属村院瘍

“

科 石田方英
先づ大学病院の位置から仰説明いたしまし

ょう。長綺という所は御存知の通つ 日本の
最西端に位置する都であり 医学の発社の地
であります。シーボルト以来数々の先連た

の地を踏みじめて,そ ‐ ,ら新しいそれぞれ

の医学の道へ染立っていったのであります。

長綺取を降りますと きながらの市内電車が
たっている0ポ先づ日につくと思います.先

日は東京オリンピックの頃から走っていると

いう電車に乗り合わせ その●I久性に籠きま
した。その電車に乗り,赤迫方面へ教bた り

ますと 大学病院前という電苺に書きます.
この電4の上には歩述橘がかかっており そ
の中央あたりから腱段があって■●につなが

っているという風になっております。その階

段を登るとな手に

'ι

刹要局.左手には大学病

院へつながる遊路が分かれております。その

両路には衣料品屋あり 電気店あり おかし
屋あり 飲食店あつ といういわば雑貨量の
集まった通りでありまして その技道には
餃み風街が,を理ねております。それらを繊
日で見ながらまっすぐ道を進んで行きますと

と角にケーキ屋のあるT字路に看きます。そ

のT字路のつき当たりが 今度できます歯学
の人口といぅことになります。そのT字略を

左に折れ 50"越みまたなに折れますと そ
こはなだらかな坂道となっております。ここ

までくると おおやっと薔いたなあと思うの
であります.その坂道をゆっくり0っ て,き

ますと 12階建ての白い大学病院が見えてく
るのであります。

そしてその 7階に第3内 |・Iの医局があるの

であります.教授は橋

“

邦武先生ときわれ

東大出身の先.Iでありまつ.朝蒼内科学の

“環薔部r,の執
=者
であり 国試委員でもあり

ます.医

"の
に史は比使的減く 今年がちょ

うど10T日であります。医l.員は40～mttE

でこうんまりとしています。そのため 和気
あいあいとしたものが感じられます。教授等

よく出張で関東方面へも,かれるようで き
わば.伝統と新 しい息吹きの折りまざった

いまだ成長しつつある医局といえるのではな

いかとt「います。

筑故大学は それはもう 新しい0吹きの
波がつぎつぎ と,Iし寄せ,今まさにそれを消

化し 大飛縮をとげんとしている大学であり
ましょう。し力ヽ し大切なことは それを押し
進めるのは他でもない人間違なのです.全 く

新しい人l・ というのはいません。そうでしょ

う?どこかでかならず影● しあっているので

す.どんなに新 しい大学でも 古い伝統の
"かな鳳使いを無視するわけにはいきません。

あたり前です。必ずそれらとの関和のできる

要に変って行くものです.ま た一方を統の方

も少しずつ変って行 くでしょう。その導爆

たる役曰をもっているのが筑波大学ではない

でしょうか。後輩の方  々 今の音労をしっと
耐え忍び 一方 秀でた所を一所懸奇に

'ばし育てて下さい。必ず すばらしい末来が待
っているでしょう。

私はまだこの医局に入って 3ケ月しかたっ

ていません。まだまだわからないことだらけ

ですし F_tと 新しい息吹きの折りまざった
この医局で,できる限り自分をみがいてみた

いと思っております。そして,いつかまたき

っとこれをお読みの皆様にお会いできる日が

くると固く信しております。こちらへお越し

の折りは 必ず御―報下さるようおmいぃた
し摯す.(56年卒,

― H―



― 特別書薔―

Orrしい年 新しい時|ヽへの歩みO
国際障害者年 を振 り返 って

社会医学系 福屋嬌子
∝ 護 り′ヽビツテーション医学)

1日 1時間はレスピレーターをつけなけれ

ば生命を維持できない人がいる。その人は今

なんと来日のり′ヽビリテーシっン局長として

,跛 000億 レしの政策の責Fr者として働ぃて
いる.4″のエトワード ●′ヽ¨ッは

'4オ

の

時ポリオにかヽり 呼吸 四肢の工度の障害
が残り 介助の手がなければ生活できない人
である。本年の国際り′ヽビリテーン,ン交流

セミナーで来日した時のお波でa●Dょ ぅに語

している。 ｀今や新しい時代が始まり,障害
をもつ人々が従来のように意薔,業の対象で
はないということが一般の人々にはわかつか

りている。Illj者は 役等のもつ潜在的な可
IIL性を それがたとえどのようなものであろ
うとも最大限にのばす極Ⅲをもつ.各個人が

持つ漕在鮨力を互いに認め合うという新しい

考え方が拡がりを見せている。我々はたとえ

どんな人のことでもないが しろにはできない

のだし 本人に代ってその人の佗力の限界を
決めることはできない。人は自分で自分の取

界を決めるべきなのだ・ と。

国連機会はm年代を福llをみんなで考える
年代と定め 本● (31年)を「国際津普者年J
とし 10年間の経続,業の出発年とした。テ
ーマである 院 企参加と平等Jの 建 全■ll〕・

とは 障害者も健常者とl・|し くll会●L活その
ものと その発展へのヽ訳のみならず 政策
決定段時への参力1をも意味し '平寄・ とは

他の市民と同じ生活を送ることであり その
国の社会饉済の発展による11益の平等な配分

を受けることを訴 している.

陣詈者のり′ヽビツテーションにあたり大き

な摯壁となって咀んでいるのは 健常者の蹂
暫者理解のIPLすなわち

｀
姜,1と 蝙見

′
にあ

るのだということが蛛 打ち出された障害者

年でもあった。そして国際陣害者年は障害者

のためだけにあるのではない。諄害者を閉め

山す社会は病弊したl■eであり 社会を暉害
者 老人などにとって利用しやすくすること
は ll会全体にとつても:121と なるものであ

る として いわゆるノーマライゼーション
の原則理念を■げている.

朧害者理解を広め 深めるには 障害に接
して人間交流が得られることが出発点である

が わか国の,状では 高木憲次博士による
大工時代からの

｀
かくすなかれ運動

´
にもか

かわらず 町でも 学校でも,職場でも障害
者が参加しにくい状況があり 障害者に人間
的に接する機会が0度に制限され それが理
解不足の改薔を困難にしている.

この紙面を借つて筑波大生に望むことは

もっと陣普者を知ることに毅椰 lになっては

しいこと そして,街て見かけた陣害者を自
分自身に また自分の母親に 弟に置きがえ
てみてほしいこと そしてまた 陣害をFlっ
た状螂 活していくにはどうしたら良いの

だろうと考えてみてはしいこと である。そ
こから 医学生 医師としての全人的燎勁
すなわち包括医燎とは何かが おのずから解
決されてくるものと信する.

西独の学園郁市′ヽイデルベルグは障害者の

教育の町でもある。美しい自然に恵まれた0

に延つ脊髄猥鬱センター 餃業 l漱青センタ
ーには 全国の守ll嬬者をヘリコプターて20
分以内に瑶 ¥できるシステムができてぃる力ヽ

そこでは 障害者とな ,てから受傷Ⅲより良
い仕TIにつき よつ良い籠綸を13るように
という方,卜で出等教育を受けることを奨助し

ている。コンピューター化された教育機器が

完閾されており ,宝や自習密で 自分の迦
んだヽF嗽育を 1,久性の低い四肢麻痺でも
マイベースで学習てきるようになっている.

そして設,I技士年の国の認定瞳 では その
人の機能に合わせた機器が切 1に

“

師されて
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受験できるように己慮され その機器を持 ,
て就楡することになる。

わが国では障害者にとっての高等教育のチ

ャンスが極腱に蜘綺されているので 本来あ
るべき姿 すなわち障害者側からの一般|1民
へのllきかけのできる人が限られている現状

ではまだ,健常者側からの障害者を知ろうと

する働きかけ

"婚
な段階だとBう。

筑波研究羊国術 にも 障害者の教育の町と
なってはしいと思っている.

10日のねrt Iでは 自治医人の 3 4期生
すなゎち卒来して 1年 2年の研修監を対象に

したチェックリストの集計餃告が行われた。

チェックリストには

`項
目について

'自

信が

ある
「
ない」あるいは「 1人でできるJ「1=平

医のもとでてきるJ「口(言がないJ寄の区分が

あり 集計がなされていた。分析の結果 "
院の研修条件について 大学病院間ではさは
どのをはないが 彙立病院 公的病院I.|の 比
較を行うとかなつ差があるという締果が山て

おり それをどう改善するようはたらきかけ
るかが綸議された.

また Oi修病院の受け入れ責任者に対する

アンケートの結果も発表された。研修國 窮

院にとってプラスになる ならないの 2つの
見方があリ プラスてあると答えた理由の第
一は,他の医師への東崚 になる というもの
であ●たのは興螺 い。

11日 のセ,Iでは「卒後 ∝ 床)研修にお
ける紋急医繊の実際Jと題して討論が行なわ

れた。

1 ■滋戦青委員会
生世教育委員会では 卒業生のための雄習
会 短期再研修について 委員会からどんな
企画を大学IIに提出する力勁狡 討されている。

しかし 今回最も重要だったのは その後
の総会で嗅択された

｀
十周年宣言・ について

の討論である。
・ 十周年息計 とは 開学10周年をもかえ
イ回の卒業上を送り出してきた自治医大が

n帷助の次の時へをむかえるにあたって 真

氣餃大学医学専門学群にとっての良き隣人

である自治医科大学は 今年で開崚10周年を
迎えました。去る!0月 に田かれた第 4回lj崚

医学研究会 (自治区科大学同窓会)総会には

ll年度に:き続き有志が見学に行きました.

新鮮な日で見た印象をということで 今回は
その様子の紹介を Mlの方にお願いしました。

自治医大地域医学研究会総会に出席して

Ml 高見順子
秋晴れの10月 10 H日  栃木県にある向治
医科大学において 第 4回地域医・r研究会総
会が開催された。これはその見1闘記である.

地域医学0}完全とは自治医科大学の同窓会

の名体でぁる。他大学と異り 卒業生が全国
に分餃してそれぞれ各県の地域医療にたずさ

|,る■●を持った自治医科大学ならではの

lt性のシステムを持っている。

その第一に挙げられるのが 分:1会と呼ば
れる 5つの委員会である。初 ll口 [修 よ山
教/1 診択所.地域中核縞院大学の各部I]に
ついて逝年の研究をするグループに分かれ

総会においてその報告をするとともに 他の
卒来笙とき兄を交換しあって綸饉を深めてい

る。以下 我々力(見たままに 分科会の様
`を鮒介しよう。

l ll期 0[修委員会 | |  l ll  l         l

|'

甲J
嬌
一
¨
　
¨



の地域医壼をあぎす心枡えを新たに示したも

のである。富書は卒業上の決意を述、 遅れ

ている地域困鰊行政に対する誕いを述べた前

文と,本文 4項から●っている。
II ゆ薇,万委員会

自崎医人には動 に赴任する●業上ヽ多
い。地域医霙計画ll椰立していないという滉

状.蔭輌テは跨療中心にすべきめ、検滲中心
にすヽき力、あるいは地元医師とり関係`多
様な疾患^0対応,ま た医師個人の再研修と
地,のための継続的医機のかゎあいなど 多
くの関理型 出され 話し合われた。
初めに12人の事業生がそれぞれ自分の経験

や閻麒 を発表したのか ,その

"力

や苦労

は参如者全てに共通するだけに 互いの話■
聞くことは意嚢ぁることだろう。

Ⅳ 地域中歓病院委員会
地域,睦病院委員会でも ます数人の■案
生によるPrunt“ pn,,あり,その後極間の
発生 (それぞれ地緻病院の資簾 )方による

闘趣提理と対綸が行われた。

V 大学部門委員会
大椰 門は '自治医科大悧 摯興合の円
滑な実現のために'今度開設‐された,ヽ会で
ある。今回は 1 大学の地域医療学部I'に
ついての処策の方向 2 学習曰続 GiOの
輸 囲をレジデント 政官にまで拡檻する

S 換緒背贅成についてが論議された。
県円立で学生をえらび,苓後は基に就職す
ること力饉 務イけられている現状では,大学
10餞る,あ .るいはalる ことの交渉は苺しい。

地方プロック■位に切つ換える 螢
“

に製約

の変更をせまる.苺の意見も出ていた。
また 年に1回の総会にいわ って遵格をと
りあい,精この鶉邸 を深める地方プロック

会0地方ことに活動 している.機関離を発行
しているもの 研究会を開くもの 人まって
飲むだけのもの.`ブロック会からの活動報
書はなかなか´ヽラエティーにヽヽ でいた。

今回の総合ではその泄に十局年を記念して
パネルディスカッシコンが行われ 口,原■
明氏鯉路珈着護大学学長,村田|・1氏 (全国
自洒体闘議会剛会勁 岩崎栄氏 く国立長崎中

央病院,,ll“恕=氏 (栃木哄衛生猥,部長),
高久史謗氏 く自治医大血餃内科)細田盪―氏

(篠環帯内科)と卒業生との間にお発なやりと

りが行われていた。

全骰||に 自お医大の事業生:こは人lt意識
といったよぅな空気が強く,共 lllの環境と団

題を抱えて大引

"や

行駒青にはたらきかけて

いこうとする塑 がみられた。その組 ″筑

波知 駅滉とは大きく纂る01人晰 しい学

'と

して 共通の間題も多いので,今後もエ
いの雄路を見つら合って行きたい。



前号のlr正

P4右上 樋日 ′ヽ
`■

――樋日 八4子
鮨口さんには人変欠礼敗しました。お詫び

し

「

1:す ると

'tに

 今後このような0(り が
ないよう慎Ⅲに校iLしたいと考えていまれ

●IH螢配

遅ればせなから会報か0,をお扇けしまち
今号の内容はいかがでしたでしょうか?"後
の態想 アドバイス 軍iしい企画, お寄せ
下されば■いです. e系 棟 3階ラウンジに
綺医会のメイルボックスカ

`あ
ります )

また 身のまわりの出来事 研
"の
様子

病院の

“

介 主張したい llな ど何でも結構で
すから会長の皆様の自由な投務をお待ちして

います。

丼上0さ しの体 ュートピア「吉理吉』国J

では 医学を●|オtに した分lt狐立を目さして

おり 1“の移樋 ガンの有効薬の発り1などが
なされようとしている.国家試験もユニーク

で「我と思わん者は医師国家試験の受験資格

を

'す
るJという制度になっている。たとえ

f大学で医学のil規の凛程を修めて卒業したJ

という条件で受験資格を得たとしても この
「我とttわん者は…Jの心がけをigに銘して

良きアカヒグになりたいものだ。rtlも なく国

家試験ですね.ガン′(ッ テ下さい.(す )
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虚血性心疾患に三2の作用/

ロコJbj―Jし
ロコルナールの特性

00]lt lレけ ニト0クリセリンと周鞣に比扱
m太い●回Eを颯晏させるのス ステJレ腹0な
記こ0ことなく、職皿酬麒〕鰤 を改善させます。
●0]レナ」しは トロンヽ キサンA2による剛 ヽ
根獲颯及OШ管●場を抑制しな●.なだ Fll性
帳 懇と則

"相
関を示o HOL― コレステD―ル

●を上昇させま,
●0]しナーリua 朗 ゎ瞑を要す柳 じ長患

E適した凛腱薔利で
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